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富山県農村におけるʮいえʯの継承ʢ４ʣ

̍．人口減少と高齢化進展

ʢ̍ʣ地形と集落

ɹ富山平野ͷ南部͸ɺ北アルプスや岐阜県ʹ隣接

͢Δ山岳地帯ͱͳΔ͕ɺͦͷ手前ͷ地帯ɺͭ·Γ

平野部ͱ山岳部ͷ間ʹɺいわゆΔ中山間地域͕広

͕Δɻ山岳地帯ΑΓ流ΕΔ多͘ͷ中河川や大河川

ʢ富山県ͷ̓大河川ʣ͕あΓɺͦ ΕΒͷ河川ʹ沿ͬ

ͯいͭ͘΋ͷ谷͕形成͞ΕͯいΔɻい͔ͭ͘ͷ中

河川͸大河川ʹ合流͠ɺ最終的ʹ͸富山湾ʹ流入

ͯ͠いΔɻ

ɹ調査対象ͷ N 市 T 村΋ͦうͨ͠中山間地域ͷ

谷ͷ一ͭͰあΓɺ村内ʹ͸中河川ͷ T 川ɺM 川

͕流ΕɺͦΕΒʹΑͬͯ谷͕形成͞ΕͯいΔɻT

川͸ɺ大河川 S 川ʹ流入͠ɺM 川͸ɺ最終的ʹ

͸大河川 J 川ʹ流入͢Δɻ

－N市 T地区山間地域の事例－

図 1．Ｎ市Ｔ村の集落と地区
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ɹT 村内ʹ͸ɺ山間ʹ ７８ 集落͕散在ͯ͠いΔɻ

村内͸ɺ4 ͭͷ地区ʢKT 地区̓集落ɺCH 地区

̑集落ɺRM 地区̑集落ɺKY 地区̒集落ʣʹ分

͚ΒΕͯいΔʢ図̍ʣɻN 市ͷ T 行政センター͕

͓͔ΕͯいΔͷ͕ɺ◎集落ʢ本集落͸ɺ上村ɺ下

村ʹ分͔ΕͯいΔͷͰ 9・６５ 集落ͱͯ͠表示ʣͰ

あΔɻͳ͓ɺ７８ 集落ͷうͪ 5 集落͸͢Ͱʹ無居

住集落ʹͳͬͯいΔΑうͰあΔɻ·ͨɺ本調査ͷ

調査対象ͱͨ͠ͷ͸ɺ4 番集落ͱ ６７ 番・６６ 番集

落ͰあΔɻ

ʢ̎ʣ歴史

ɹ本地域͸ɺ古͘ΑΓʮ越中国ʯͷ一部ͰあΔ͕ɺ

藩政期͸加賀藩ͷ領地Ͱあͬͨɻ藩政期ɺT 村域

ʹ͸ ７6 集落ʢ当時ͷʮ村ʯʮ村落ʯʣ͕あΓɺ明

治維新後΋集落͸藩政期同様ʹ行政上ͷ最小区画

ͱͯ͠位置͚ͮΒΕͨɻ６87７ʢM5ʣͷ ７6 集落ʹ

͸世帯数 569 戸͕所在͠ɺ集落͝ͱͷ戸数͸最少

６ 戸͔Β最大 5６ 戸·Ͱあͬͨɻͦͷ後ɺ日本ͷ

行政単位͸ɺ現在ʹ至Δ·Ͱ間ʹ̏度ͷ大͖ͳ編

成替えΛ行͖ͬͯͨɻʮ明治ͷ大合併ʯʢ６889 年：

明治 ７７ 年ʣɺʮ昭和ͷ大合併ʯʢ６95８ 町村合併促

進法ʹΑΓスタートɺ６956 新市町村建設促進法ɺ

６955 ～ 6５ 年：昭和 ８５ ～ ８5 年頃合併進展ʣɺʮ平

成ͷ大合併ʯʢ６999 年：平成 ６６ 年地方分権一括

法ʹΑΓスタートʣͰあΔɻ

ɹ６889ʢM７７ʣͷʮ明治ͷ大合併ʯͰ͸ɺ行政上

ͷ最小区画͸ʮT 村ʯʹͳͬͨɻ藩政期以来ͷ集

落͸新ͨͳ T 村Λ構成͢Δ͜ͱʹͳΓɺ藩政期

以来ͷ集落名ʢʮ村ʯ名ʣ͸ʮ大字ʯ名ͱͯ͠使

用͞Εͨɻ大正期ʹʮ大字ʯ͸ʮ字ʯʹ改称ɺ平

成ͷ大合併ͰʮN 市 T 村〇〇ʢ集落名ʣʯͱ〇〇

ͱͯ͠住所表記͞ΕΔΑうʹͳͬͨɻ当地域ͷ平

成ͷ大合併͸ɺ７５５4ʢ平成 ６6ʣ年ʹ行わΕɺT

村Λ含Ή TO 地域̔町村ʹΑΔ N 市͕誕生ͨ͠ɻ

ɹT 村͸ɺ明治ͷ大合併͔Β平成ͷ大合併ʹ至Δ

·Ͱɺ分村ͷ運動や昭和ͷ大合併͕検討͞ΕͨΓ

͕ͨ͠ɺʮ結局͸合併΋分村΋ͳ͘ ６５５ 年以上経

過ͯ͠ʯʢ文献 [６]p３６５5７ʣ平成ͷ大合併ʹ至ͬͨɻ

ͭ·Γ T 村ͷ行政的変遷ͷ特徴͸ɺ昭和ͷ大合

併Λ経験ͤͣʹɺ平成ͷ大合併ʹ至ͬͨ点ͰあΔɻ

明治ͷ大合併村͕ɺ比較的近年·Ͱͦͷ··存続

͖ͯͨ͠ͷͰあΓɺ͜ͷΑうͳケース͸少ͳい͕

県内ʹ΋い͔ͭ͘存在ͨ͠ɻ

ɹ明治ͷ大合併以降ͷ T 村内集落数͸ɺ戸数等

ͷ関係等Ͱ他集落ʹ併合͞ΕͨΓɺ複数集落Λ·

ͱΊͯ表ͯ͠いͨ集落名͕構成集落͝ͱʹ表͢ͳ

Ͳɺ明治当初ͷ集落数 ７6 集落͸現在把握͞Εͯ

いΔ集落 ７８ 集落ʹ減少͕ͨ͠ɺ主ͨΔ集落͸ͦ

ͷ··存続͖ͯͨ͠ͱいえΔɻ

ɹ現在ɺN 市Ͱ͸ɺT 村地域ΛʮT 地域自治振興会ʯ

ͱͯ͠位置付͚ͯいΔɻʮ自治振興会ʯ͸ɺ市内

ͷ昭和ͷ大合併以前ͷ旧村ʢ明治合併村＝小学校

区ʣ͝ͱʹ置͔ΕͯいΔͷͰɺT 村ͷ場合ɺ一ͭ

ͷ自治振興会ʹͳΔɻN 市Ͱ͸ɺ地域Λ持続͞

ͤΔͨΊʹ小規模多機能自治ΛΊͯ͟͠いΔ͕ɺ

７５６9 年以降ɺͦΕΛ実現͢΂͘ʮ地域ͮ͘Γ協

議会ʯʢʮ自治振興会ʯɺʮ公民館ʯɺʮ地区社会福祉

協議会ʯ͕一本化ͨ͠住民自治組織ͷ総称ʣ͕設

立͞ΕͯいΔɻ前述ͷͱ͓Γɺ現在ͷ T 村ͷ集

落 ７８ 集落Λ 4 地区ʹ分͚͕ͨɺ͜ͷʮT 地域振

興協議会ʯΛ現実的ʹ機能ͤ͞ΔͨΊʹ設͚ΒΕ

ͨͱ考えΒΕΔɻ

ʢ̏ʣ小学校

ɹ小学校͸ɺ戦前ɺT 小学校͔Β S 分校͕ S 小

学校ͱͯ͠独立͠ɺ再度ɺ分校ͱͳΔͳͲ変動͠

͖͕ͯͨɺ第二次大戦後ɺ６968ʢ昭和 4８ʣʹ͸

再び T 小学校͔Β S 小学校͕独立ͨ͠ɻͦͷ後

６996 年ʢ平成 8ʣɺ再び両校͸統合͠ɺ現在͸ N

市立 T 小学校ͱͳͬͯいΔɻͳ͓ɺS 小学校跡

地͸ɺ宿泊・セミナーϋウス・食事施設ͱͯ͠活

用ͯ͠いΔɻ

ɹ本地域͸ɺ遠距離通学解消等ͷ関係͔Β多͘ͷ

分校͕存在͖ͯͨ͠ͷ͕特徴ͰあΔ͕ʢ６945 年

ͷピーク時ʹ͸ɺ本分校計Ͱ ６７ 校舎ɻ͞Βʹ冬

季分校Λ加えΔͱ ７５ ͔所ͷ時期あΓɻ文献 [６]

p３８44ɺ7５８ʣɺ昭和 ８５ 年代͔Β在籍児童数͕急減

͠ɺ昭和 4５ 年代以降休校・廃校͕続いͨɻ分校

͸ ６988ʢ昭和 6８ʣ年·Ͱ残ͬͯい͕ͨɺ以降͸

ʢ７ʣ
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無͘ͳͬͨɻ

ʢ̐ʣ過疎化 ･高齢化の現状と予測

ɹ表̍͸ɺT 村ͷ明治以降ͷ世帯数ͱ人口Λ示͠

ͨ΋ͷͰあΔɻ

ɹ本地域͸ɺ加賀藩政期ͷ中期以降ɺ人口͸૿

加傾向ʹあ͕ͬͨʢ文献 [６]p３989ʣɺ明治以降΋

ͦͷ傾向͸続͖ɺ６98７ʢ明治 5ʣ年ͷ ８１５６６ 人͔

Β ６9５5ʢ明治 ８8ʣ年ʹ͸ 4１6６9 人ͱ第 ７ 次大戦

前ͷピークΛ示ͯ͠いΔɻͦͷ後ɺ明治末͔Β大

正期ʹ͸ɺ村内ͷ土地や仕事ͷ不足͕深刻化ͨ͠

͜ͱ等Λ背景ʹɺͭ·Γ地域ͱͯ͠ͷ人口扶養力

ͷ欠如͔Β北海道΁ͷ移住政策Λ採用ͨ͜͠ͱ΋

あΓɺ人口͸減少ͨ͠ɻͦͷ後ɺ第 ７ 次大戦末ͷ

疎開や復員ʹΑΓɺ再び人口͸૿加͠ɺ６946ʢ昭

和 ７６ʣ年ͷ 4１676 人͸ T 村ͷ人口ͷピークͱͳͬ

ͨɻ戦後͸一貫ͯ͠減少͠ɺ高度成長期ʹ͸半減ɺ

６975ʢ昭和 5５ʣ年以降΋高い減少率͕続いͯい

Δɻ７５６9ʢ平成 ８６ʣ年͸ 5５７ 人ͱͳΓɺ戦後ピー

ク時ͷ ６６% ʹͳͬͯいΔɻ

ɹN 市ͷ自治振興会ʢ明治合併ʹΑΔ村＝旧村ʣ

別ͷ状況Λ推測ͨ͠資料ʢ文献 [７]ʣʹΑΕ͹ɺ

T 自治振興会ʢT 村ʣͷ人口͸ɺ７５６7ʢ平成 ７9ʣ

年 54８ 人͕ ７５８７ʢ平成 44ʣ年 ７８4 人ͱͳΓɺ高

齢化率ʢ65 歳以上人口割合ʣͰ͸ɺ７５６7ʢ平成

７9ʣ年 47３８% ͕ ７５８７ʢ平成 44ʣ年ʹ͸ 56３8％ʹ

高·Δͱ͞ΕΔɻ現状ͷ··推移ͨ͠場合ͷ推計

ͰあΔ͕ɺT 自治振興会͸ɺN 市内ͷ自治振興会

Ͱ͸ɺ΋ͬͱ΋人口͕少ͳ͘ɺ΋ͬͱ΋高齢化率

͕高͘ͳΔͱ推計͞ΕͯいΔɻ

ɹ集落単位程度Ͱ͸ͳ͘ɺ旧村単位Ͱ極Ίͯ状況

͸厳͠いͱいえΔɻ

̎．調査集落の概要

ʢ̍ʣ集落の人口、世帯数、調査世帯

ɹ本調査͸ɺT 村ͷͳ͔ͷ A 集落ͱ K 集落ɺO

集落Λ対象ʹ実施ͨ͠ʢ７５６9 年 ６７ 月実施ɺ集落

ͷ全世帯ʢ農家 ･ 非農家Λ問わͣʣʹͭいͯɺ当

ʢ８ʣ

表 1．Ｔ村の世帯数と人口

表 2．調査対象集落の戸数と人口の推移

変動し࡚ࠊࡀࡓࡁ第஧ḟ大戦後ࠊ 㸦昭和 㸧ࡣ࡟再び 小学校ࡽ࠿ 小学校ࡀ独立し

後ࡢࡑࠋࡓ ᖺ㸦ᖹ成 㸧ࠊ再び両校ࡣ統合しࠊ現在ࡣ 市立 小学校࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ

ࠊ࠾࡞ 小学校跡地ࠊࡣ宿泊࣭セミナ࣮ハウス࣭食஦施設࡜し࡚活用し࡚いࠋࡿ

当地域ࠊࡣ遠距離通学解消等ࡢ関係ࡽ࠿多ࡢࡃ分校ࡀᏑ在し࡚ࡀࡢࡓࡁ特徴࡛あࡀࡿ

㸦 ᖺࡢピ࣮ク時ࠊࡣ࡟ᮏ分校計࡛ 校舎ࠋさ࡟ࡽ冬季分校ࢆ加え࡜ࡿ 時期ࡢ所࠿

あࠋࡾ文献 㸯 ࠊ 㸧ࠊ昭和 ᖺ代ࡽ࠿在籍児童数ࡀ急減しࠊ昭和 ᖺ代以降休校࣭

廃校ࡀ⥆いࠋࡓ分校ࡣ 㸦昭和 㸧ᖺ࡛ࡲ残࡚ࡗいࠊࡀࡓ以降ࡣ無ࠋࡓࡗ࡞ࡃ

㸦㸱㸧過疎໬･高齢໬ࡢ現状࡜予測

表㸯ࠊࡣ 村ࡢ明治以降ࡢ世帯数࡜人ཱྀࢆ示し࡛ࡢࡶࡓあࠋࡿ

 

当地域ࠊࡣ加賀藩政期ࡢ中期以降ࡽ࠿人ཱྀࡣ増加傾向࡟あࡀࡓࡗ㸦文献 㸯 㸧ࠊ明治

以降ࡢࡑࡶ傾向ࠊࡁ⥆ࡣ 㸦明治 㸧ᖺࡢ 人ࡽ࠿ 㸦明治 㸧ᖺࡣ࡟ 人

第࡜ ḟ大戦前ࡢピ࣮クࢆ示し࡚いࡢࡑࠋࡿ後ࠊ明治ᮎࡽ࠿大正期ࠊࡣ࡟村内ࡢ土地や௙

஦ࡢ不足ࡀ深刻໬しࡓこ࡜等ࢆ背景ࡾࡲࡘࠊ࡟地域࡜し࡚ࡢ人ཱྀ扶養力ࡢḞ如ࡽ࠿໭海道

第ࠋࡓ減少しࡣ人ཱྀࠊࡾあࡶ࡜こࡓ採用しࢆ移住政策ࡢ࡬ ḟ大戦ᮎࡢ疎開や復員ࠊࡾࡼ࡟

再び人ཱྀࡣ増加しࠊ 㸦昭和 㸧ᖺࡢ 人ࡣ 村ࡢ人ཱྀࡢピ࣮クࠋࡓࡗ࡞࡜戦後ࡣ

一貫し࡚減少しࠊ高度成長期ࡣ࡟半減ࠊ 㸦昭和 㸧ᖺ以降ࡶ高い減少率ࡀ⥆い࡚いࠋࡿ

㸦ᖹ成 㸧ᖺࡣ 人ࠊࡾ࡞࡜戦後ピ࣮ク時ࡢ ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡟

市ࡢ自治振興会㸦明治合併ࡿࡼ࡟村＝旧村㸧別ࡢ状況ࢆ把握しࡓ資料㸦文献 㸰 㸧ࡼ࡟

ࠊࡤࢀ 自治振興会㸦 村㸧ࡢ人ཱྀࠊࡣ 㸦ᖹ成 㸧ᖺ 人ࡀ 㸦ᖹ成 㸧ᖺ

人ࠊࡾ࡞࡜高齢໬率㸦 歳以ୖ人ཱྀ割合㸧ࠊࡣ 㸦ᖹ成 㸧ᖺ ࡀ 㸦ᖹ成 㸧

ᖺࡣ࡟ ࠊࡀࡿ推計࡛あࡢ場合ࡓ推移しࡲࡲࡢ現状ࠋࡿࢀさ࡜ࡿࡲ高࡟％ 自治振興会

ࠊࡣ 市内ࡢ自治振興会࡛ࡶ࡜ࡗࡶࠊࡣ人ཱྀࡀ少ࡶ࡜ࡗࡶࠊࡃ࡞高齢໬率ࡀ高࡜ࡿ࡞ࡃ推

計さ࡚ࢀいࠋࡿ

表䠍䚷T村䛾世帯数䛸人口
世帯数䠄戸䠅 人口䠄人䠅 対ピ䞊ク比 備考

1872 明治㻡 420 3,011 64% 本籍人口
1905 明治㻟㻤 505 4,619 99% 戦前ピ䞊ク人口
1912 大正元 483 4,154 89%

1926 昭和元 480 3,412 73%

1946 昭和㻞㻝 541 4,676 100% 戦後ピ䞊ク人口
1955 昭和㻟㻜 479 3,369 72%

1975 昭和㻡㻜 329 1,472 31%

1995 ᖹ成㻣 304 1,037 22%

2019 ᖹ成㻟㻝 207 502 11%

注：㻝㻥㻣㻞ᖺ䛿本籍人口䛷あ䜛䛜䚸そ䜜以外䛾ᖺ䛿現住人口䛷あ䜛䚹

ᖺ度

出所：㻝㻤㻣㻞～㻝㻥㻥㻡ᖺ䛿䚸文献[䠍]p.㻥㻥㻜䞉㻥㻥㻝䛾数値を引用䚸㻞㻜㻝㻥䛿䚸行政
区別住民基本台帳によ䜛数値䛷あ䜛䚹

集落༢位程度࡛ࠊࡃ࡞ࡣ旧村༢位࡛極࡚ࡵ状況ࡣ厳しい࡜いえࠋࡿ

㸰．調査集落ࡢ概要

㸦㸯㸧集落ࡢ人ཱྀࠊ世帯数ࠊ調査世帯

ᮏ調査ࠊࡣ 村ࡢ࠿࡞ࡢ 集落࡜ 集落ࠊ 集落ࢆ対象࡟実施しࡓ㸦 ᖺ 月実施ࠊ

集落ࡢ全世帯㸦農家･非農家ࢆ問わࡎ㸧ࡘ࡟い࡚ࠊ当該集落ࡢ஦情通ࡢࡽ࠿聞ࡁ取ࡾ調査㸧ࠋ

表 ࠋࡿあ࡛ࡢࡶࡓ示しࢆ推移ࡢ人ཱྀ࡜世帯数ࡢ各集落ࠊࡣ

村計ࡢ推移ࡢ࡜相対的࡞状況ࠊ࡜ࡿࡳࢆ ᖺ現在ࡢ状況ࠊࡣ第 ḟ大戦後࣭高度成

長前㸦 ࣭昭和 ᖺ㸧࡜比較し࡚ࡶ明治初期㸦 ࣭明治 ᖺ㸧࡜比較し࡚ࠊࡶ明確

ࡣࡢ࡞ 集落ࡶࡾࡼ 集落ࠊさ࡟ࡽ 集落ࡢ状況ࡀ厳しい状況࡜ࡔいうこ࡛࡜あࠋࡿ 集

落࡛ࠊࡣ 㸦昭和 㸧ᖺ以降ࡢ減少ࡀ大ࡁいࠋ厳しさࠊࡣ特ࠊ࡟人ཱྀࡢ推移࠾い࡚顕著

࡛あࡿ㸦人ཱྀࡢ 割合： ᖺࡢ人ཱྀࡀ ᖺࡢ人ཱྀ࡟比ࠊ࡭ 村計࡛ࡣ

水準࡬減少し࡚い࡟ࡢࡿ対しࠊ 集落ࡣ 水準࡜相対的࡟減少率ࡀ小さࠊࡃ 集落ࡣ ％

水準࡜相対的࡟減少率ࡀ高いࠋ 集落ࡣ 集落ほ࡞ࡣ࡛࡝いࠊࡀ 村計並ࡢࡳ水準 ࢆ

示し࡚いࡿ㸧ࠋ

ᮏ調査ࠊࡣ戸数･人ཱྀ面࡛ࠊࡣ相対的࡟条件ࡀ良い 集落࡜ᖹ均的࡞ 集落ࠊ条件ࡀ悪

い 集落ࡢ状況ࢆ把握しࡓこࠋࡿ࡞࡟࡜

㸦㸰㸧調査対象ࡢ状況

藩政期ࠕࡢࡽ࠿村ࠖྡࠊࡣ明治ࡢ大合併࡛ࠕࡲࡲࡢࡑ大Ꮠࠖࠊࡾ࡞࡜ 㸦大正 㸧ᖺ㺀大

Ꮠྡ改称ࡢ件㺁議会議決ࠕࡾࡼ࡟Ꮠࠖྡࠋࡓࡗ࡞࡜ᖹ成ࡢ大合併後ࠕࡶ 市 村〇〇 㸦ࠖ〇

〇ࡢ࡛ࡲࢀࡑࡀᏐྡ㸧࡜し࡚住所表記さࡲࡲࡢࡑࠊࢀ現在ࡢᏐྡ࡜し࡚残࡚ࡗいࠋࡿ

各集落ࠊࡣ࡟神社࡜寺院࣭念仏道場ࡡࡴ࠾࠾ࡀᏑ在し࡚ࠊࡾ࠾集落ࡣࡾࡲ࡜ࡲࡢ現在࡛

文献ࠊࡣ㸦ᮏ概況ࡿ概況࡛あࡢ調査対象集落ࠊࡣ以ୗࠋࡿい࡚ࢀさ࡜強いࡶ 㸯 集落 ࠊ

集落 ࠊ 集落 ࠋ㸧ࡢࡶࡓ整理し࡟࡜ࡶࢆ

集落

藩政期ࠊࡣ࡟ 谷༡部࡛経済ୖ重要࡞役割ࢆ果ࡍࡓ集落࡜ࡓࡗࡔさࠋࡿࢀ藩政期ࡢ産物࡜

し࡚ࠊ塩硝࣭蓑࣭栗茸࣭塩ࡲࢇࡐい࣭ᖸࡲࢇࡐいࡀあ࡜ࡓࡗさࠊࢀ明治初期ࡢ௚ࡣ ࠊ

表䠎䚷調査対象集落䛾戸数䛸人口䛾推移
1872 1889 1930 1955 1965 1975 1988 1993 2004 2019

明治㻡 明治㻞㻞 昭和㻡 昭和㻟㻜 昭和㻠㻜 昭和㻡㻜 昭和㻢㻟 ᖹ成㻡 ᖹ成㻝㻢 ᖹ成㻟㻝
A集落 24 34 28 29 27 23 22 21 22 19 66% 79%

K集落 19 22 21 23 20 15 10 10 11 9 39% 47%

O集落 22 22 19 20 19 13 12 12 13 10 50% 45%

T村計 460 543 470 513 447 334 312 318 294 207 45%

A集落 170 184 172 173 157 104 76 78 73 47 27% 28%

K集落 151 174 183 148 124 82 51 51 50 22 15% 15%

O集落 194 201 171 134 125 65 40 37 38 19 14% 10%

T村計 3,201 3,800 3,921 3,231 2,695 1,522 1,164 1,072 919 502 16% 16%

ᖺ 2019/1955 2019/1872

出所：文献[䠍]p.㻥㻥㻞䚸原資料䛿䚸横井信雄調査記録および役場資料䚹㻞㻜㻝㻥䠄ᖹ成㻟㻝䠅ᖺ䛾数値䛿䚸行政区別住民基本台帳によ䜛䚹

戸数

人口

40%
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該集落ͷ事情通͔Βͷ聞͖取Γ調査ʣɻ表 ７ ͸ɺ各

集落ͷ世帯数ͱ人口ͷ推移Λ示ͨ͠΋ͷͰあΔɻ

ɹT 村計ͷ推移ͱͷ相対的ͳ状況ΛΈΔͱɺ７５６9

年現在ͷ状況͸ɺ第 ７ 次大戦後・高度成長前ʢ６955・

昭和８５年ʣͱ比較ͯ͠΋明治初期ʢ６87７・明治5年ʣ

ͱ比較ͯ͠΋ɺ明確ͳͷ͸ A 集落ΑΓ΋ K 集落ɺ

͞Βʹ O 集落ͷ状況͕厳͠い状況ͩͱいう͜ͱ

ͰあΔɻO 集落Ͱ͸ɺ６965ʢ昭和 4５ʣ年以降ͷ

減少͕大͖いɻ厳͠͞͸ɺ特ʹɺ人口ͷ推移͓い

ͯ顕著ͰあΔʢ人口ͷ ７５６9/６955 割合：７５６9 年

ͷ人口͕ ６955 年ͷ人口ʹ比΂ɺT 村計Ͱ͸ ６6%

水準΁減少ͯ͠いΔͷʹ対͠ɺA 集落͸ ７7% 水

準ͱ相対的ʹ減少率͕小͘͞ɺO 集落͸ ６4％水

準ͱ相対的ʹ減少率͕高いɻK 集落͸ O 集落ほ

ͲͰ͸ͳい͕ɺT 村計並Έͷ水準 ６5% Λ示ͯ͠

いΔʣɻ

ɹ本調査͸ɺ戸数 ･ 人口面Ͱ͸ɺ相対的ʹ条件͕

良い A 集落ͱ平均的ͳ K 集落ɺ条件͕悪い O 集

落ͷ状況Λ把握ͨ͜͠ͱʹͳΔɻ

ʢ̎ʣ調査対象の状況

ɹ藩政期͔Βͷʮ村ʯ名͸ɺ明治ͷ大合併Ͱͦͷ

··ʮ大字ʯͱͳΓɺ６9６８ʢ大正 ７ʣ年 ň大字名

改称ͷ件ŉ 議会議決ʹΑΓʮ字ʯ名ͱͳͬͨɻ平

成ͷ大合併後΋ʮN 市 T 村〇〇ʯʢ〇〇͕ͦΕ·

Ͱͷ字名ʣͱͯ͠住所表記͞Εɺͦͷ··現在ͷ

字名ͱͯ͠残ͬͯいΔɻ

ɹ各集落ʹ͸ɺ神社ͱ寺院・念仏道場͕͓͓ΉͶ

存在͓ͯ͠Γɺ集落ͷ·ͱ·Γ͸現在Ͱ΋強いͱ

͞ΕͯいΔɻ以下͸ɺ調査対象集落ͷ概況ͰあΔ

ʢ本概況͸ɺ文献 [６]A 集落 p３６５５６ɺK 集落 p３６５６6ɺ

O 集落 p３６５６5 Λ΋ͱʹ整理ͨ͠΋ͷʣɻ

[A 集落 ] 

ɹ藩政期ʹ͸ɺT 谷南部Ͱ経済上重要ͳ役割Λ果

ͨ͢集落ͩͬͨͱ͞ΕΔɻ藩政期ͷ産物ͱͯ͠ɺ

塩硝・蓑・栗茸・塩ͥΜ·い・干ͥΜ·い͕あͬ

ͨͱ͞Εɺ明治初期ͷ集落ͷ農地͸田 ６３７｣aɺ畑

６5｣a 余ΓͰあͬͨɻ加賀藩Ͱ製造͞Εͨ黒色火

薬ɺͦͷ原料ͰあΔ塩硝ʢ煙硝ʣͷ秘密裏ͷ製造

地ʢ堆肥ͮ͘Γͷ応用技術Ͱあͬͨͱ͞ΕΔʣͱ

ͯ͠重視͞Εɺ山菜等ͷ林産物͕中心Ͱあͬͨͱ

いえΔɻ少ͳい農地Ͱあ͕ͬͨɺͦͷͳ͔Ͱ͸畑

͕中心ͷ地帯Ͱあͬͨɻ６979ʢ昭和 54ʣ年ʹ͸ɺ

７７ 世帯͕存在ͨ͠ɻ

[K 集落 ]

ɹK 集落͸ɺO 集落ʹ隣接͠ɺ藩政期初期ʹ͸両

集落Ͱ一ͭͷ村Ͱあͬͨͱ考えΒΕͯいΔʢ文献

[６]p３６５６6ʣɻ地形条件͸ O 集落ͱ類似͠ɺ山間地

帯ͰあΔɻ６87７ʢ明治 5ʣ年農地͸ɺ畑̓｣a 余Γɻ

明治以前͔Βʮ΋͙͞ʯ製造͕行わΕɺ第二次大

戦後͸農業構造改善事業Ͱ養蚕事業͕取Γ入ΕΒ

Ε͕ͨɺ６975ʢ昭和 5５ʣ年以降ʹ中止ͨ͠ɻ６979ʢ昭

和 54ʣ年ʹ͸ɺ６６ 世帯͕存在ͨ͠ɻ

[O 集落 ]

ɹ古͘ΑΓ地滑Γ地帯ͱͯ͠著名ɻ６884ʢ明治

６7ʣ年ɺ当地ʹ郵便局͕開局͞Εɺ現在΋存続͠

ͯいΔɻ６87７ʢ明治 5ʣ年ͷ集落ͷ田͸ ８５aɺ畑

͸ 9｣a 余Γͱ記録͞ΕͯいΔɻ傾斜ͷあΔ道路

沿いʹ民家͕点在͓ͯ͠Γɺ基本的ʹ͸山間地帯

ͱいえΔɻ６979ʢ昭和 54ʣ年ʹ͸ɺ６4 世帯͕存

在ͨ͠ɻ

̏．調査結果

ɹ上記̏集落ͷ具体的ͳ状況Λ把握͢ΔͨΊɺ集

落ͷ事情通ΑΓ次ͷΑうͳ聞͖取Γ調査Λ行ͬ

ͨɻ調査͸ɺ集落ͷ全世帯ʢ農家 ･ 非農家Λ問わͣʣ

ʹͭいͯ聞͖取Γͨ͠ɻ調査項目͸ɺ本論文末ͷ

参考̍Λ参照願いͨいɻ以下͸ɺ本調査ʹ基͖ͮɺ

集落ͷ各世帯ͷ家族数ɺ世帯類型ɺ跡継͗ͷ状況ɺ

農業΁ͷ対応等Λ整理ͨ͠΋ͷͰあΔʢ表̏ʣɻ

ʢ̍ʣA 集落

ɹA 集落͸ɺ後ʹΈΔＫ集落・Ｏ集落ΑΓ΋居住

等条件͕良いͱ言わΕͯいΔɻ͔͠͠ ７５６9 年ͷ

世帯数͕ ６9 戸ͱ徐々ʹ減少ͯ͠い͕ͨʢ前掲表

̎ʣɺ７５６9 年 ６７ 月現在Ͱ͸ͦΕ͔Β͞Βʹ減少

͠ ６7 戸ͱカウント͞ΕͯいΔɻ͔͠΋ͦͷうͪ

4 戸͸ɺ居住者͕施設ʹ入居ʢ７ 戸ʣͨ͠Γɺ·ͨɺ

挙家離村転出ʹΑΓʢ７ 戸ʣɺ現在͸空͖家ͱͳͬ

ͯいΔɻͭ·Γɺ実質的ʹ͸ ６８ 戸ͷΈͷ集落ͱ

ͳͬͯいΔɻ

ʢ4ʣ
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ɹ表̏ʹΑΕ͹ɺ家族数Ͱ͸ ８ 名ͷ世帯͕̑戸Ͱ

΋ͬͱ΋多い͕ɺ世帯類型Ͱ͸ʮ高齢夫婦ʯ4 戸ɺ

ʮ高齢単身ʯ4 戸ͱ世帯ͱͯ͠΋高齢化͕進ΜͰ

いΔɻ家ͷ跡継͗͸大部分͕既婚 ６６ 戸ͰあΔ͕ɺ

ͦͷ多͘͸県内他市町村΁転出͓ͯ͠ΓʢͦΕΒ

͸転出先Ͱ家屋΋建築ͯ͠いΔʣɺʮ県内別居ʯ６５

戸ͰあΔɻͭ·Γɺ世帯ͷ高齢化͸ɺ跡継͗ͷ動

向ͷ結果ͰあΔɻ·ͨɺ少ͳい͕世帯主΋含Ίͯ

挙家離村͢Δケース΋あΔʢ６ 戸ʣɻ

ɹ͞Βʹɺ新規定住者͸今日期待͞ΕͯいΔͱ͜

ΖͰあΔ͕ɺͦ ΕほͲ理想通Γʹ͸進ΜͰいͳいɻ

本集落΁͸͢Ͱʹ移住者世帯ʢ６ 戸ʣ΋存在ͨ͠

͕ɺ古͔͘Βͷ世帯ͱ同様ɺ家族͕転出ͯ͠今日

Ͱ͸ʮ高齢単身ʯ世帯ͱͳͬͯいΔɻ

ɹ農業΁ͷ対応方法͸ɺʮ販売ʯ農家͸存在ͤͣ

やͬͯいͯ΋ʮ自給ʯ農業程度Ͱɺ大部分͸農地

Λʮ貸付ʯͯいΔɻ生活基盤産業ͱͯ͠͸ɺ農業

ͷ役割͸薄いɻ

ɹＡ集落ͷ特徴͸ɺ以下ͷΑうʹ·ͱΊΒΕΔɻ

ᶃ世帯変容ͷ典型ύターン：跡継͗転出ʢ転出先

Ͱ家屋建築ʣ→集落内Ͱ͸高齢者ͷΈ居住ʢ͔͠

΋夫婦→単身΁ʣ→介護施設入居→空͖家

ᶄ世帯主Λ含Ή転出ʢ挙家離村ʣタイプ：少数ͩ

͕存在͢Δɻ

ᶅ新規定住ͷ困難性：移住世帯΋ᶃύターンͷ例

外Ͱ͸ͳいɻ

ɹ転出ͯ͠΋集落ͱͷ何Β͔ͷ関係性Λ維持ͯ͠

いΔ世帯΋多いʢ̑戸ʣ集落ͰあΔ͕ɺ親世代͕

施設ʹ入ͬͯいΔ間ɺͭ·Γ集落ʹ何Β͔ͷ形Ͱ

͓世話ʹͳͬͯいΔ間͚ͩͷ関係維持ͱ΋考えΒ

Εɺ͜ͷΑうͳʮ関係性ʯʹ͸長期ͷ期待͸͕͠

ͨいΑうʹ思わΕΔɻ͢Ͱʹ空͖家ʹͳͬͯい

Δ 4 戸Λ含Ίɺ跡継͗ͷ状況͔Β判断͠ɺ世帯ͷ

継続͕困難ʹͳΔͱ思わΕΔ世帯͸ ６６ 戸΋あΔɻ

比較的条件͕良いͱ考えΒΕͯいΔＡ集落Ͱ΋ɺ

過半ͷ世帯͸危機的状況ʹあΔͱいえΑうɻ

ʢ̎ʣK集落・O集落

ɹ前掲表 ７ ʹΑΔ ７５６9 年世帯数計 ６9 戸ʢK 集落

9 戸ɺO 集落 ６５ 戸ʣʹ比͠ɺ７５６9 年末ͷ本調査

Ͱ͸計 ６8 戸ʢK 集落 8 戸ɺO 集落 ６５ 戸ʣͱ大͖

ͳ変化͸ͯ͠いͳい͕ɺ存続ͯ͠いΔ世帯ͷ状況

͸厳͠いɻ表 ８ ͷ世帯ͷ状況͔ΒΈえΔ特徴Λɺ

以下整理͢Δɻ

ɹᶃ跡継͗ͷ状況ʢ跡継͕͗転出͠ɺ転出先Ͱ家

屋建築ͨ͠ケース等ʣ等͔Β判断͢Ε͹ɺ本集落

ʹ居住͢Δ形Ͱͷʮいえʯͷ存続͸ɺ厳͠いɻ跡

継͗ͷ状況͔Β判断͢Ε͹ɺ͓͓ΉͶ K 集落 ８

戸／ 8 戸＝ ８8％ɺO 集落 5 戸／ ６５ 戸＝ 5５％͕存

続困難ͱ推測͞ΕΔʢ΋ͪΖΜ現在͸転出ͯ͠い

ͯ΋ɺ親世代ͷ状況ΛΈͯ戻ͬͯ͘Δ͜ͱ͸あΓ

うΔ͕ɺ仕事や住居ͷ関係͔Βͯ͠ɺ͔ͳΓ難͠

いͱ思わΕΔʣɻ͔͠΋͜ͷ水準͸ɺ少ͳ͘Έͯ

΋ͱいう΋ͷͰあΔɻ

ɹᶄ跡継͗͸ɺʮ既婚ʯ͕ 7 戸あΔ͕ɺʮ婚出ʯ΋

含ΊͦͷほͱΜͲ͕ʮ県内別居ʯʢ8 戸ʣͯ͠い

Δɻ͞ Βʹ既婚 ･ 未婚͸不明ͰあΔ͕ɺʮ県外別居ʯ

ʢ5ʣ

 

 

表㸱ࠊࡤࢀࡼ࡟家族数࡛ࡣ 高齢夫ࠕࡣ世帯類型࡛ࠊࡀ多いࡶ࡜ࡗࡶ５戸࡛ࡀ世帯ࡢྡ

婦ࠖ 戸ࠕࠊ高齢༢身ࠖ 戸࡜世帯࡜し࡚ࡶ高齢໬ࡀ進࡛ࢇいࠋࡿ家ࡢ跡⥅ࡣࡂ大部分ࡀ既

婚 戸࡛あࡢࡑࠊࡀࡿ多ࡣࡃ県内௚市町村࡬転出し࡚ࡾ࠾㸦ࡣࡽࢀࡑ転出先࡛家屋ࡶ建築

し࡚いࡿ㸧ࠕࠊ県内別居ࠖ 戸࡛あࠊࡾࡲࡘࠋࡿ世帯ࡢ高齢໬ࠊࡣ跡⥅ࡢࡂ動向ࡢ結果࡛あ

㸦ࡿあࡶケ࣮スࡿࡍ挙家離村࡚ࡵ含ࡶ世帯主ࡀい࡞少ࠊࡓࡲࠋࡿ 戸㸧ࠋ

さࠊ࡟ࡽ新規定住者ࡣ今日期待さ࡚ࢀい࡜ࡿこ࡛ࢁあࢀࡑࠊࡀࡿほ࡝理想通ࡣ࡟ࡾ進ࢇ

࡛い࡞いࠋᮏ集落࡟࡛ࡍࡣ࡬移住者世帯㸦 戸㸧ࡶᏑ在しࡢࡽ࠿ࡃྂࠊࡀࡓ世帯ྠ࡜様ࠊ家

族ࡀ転出し࡚今日࡛ࠕࡣ高齢༢身ࠖ世帯࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ

農業ࡢ࡬対応方法ࠕࠊࡣ販売ࠖ農家ࡣᏑ在ࡎࡏや࡚ࡗい࡚ࠕࡶ自給ࠖ農業程度࡛ࠊ大部分

ࠋ薄いࡣ役割ࡢ農業ࠊࡣし࡚࡜生活基盤産業ࠋࡿ貸付࡚ࠖいࠕࢆ農地ࡣ

Ａ集落ࡢ特徴ࠊࡣ以ୗࡼࡢうࠋࡿࢀࡽࡵ࡜ࡲ࡟

①世帯変容ࡢ典型パタ࣮ン：跡⥅ࡂ転出㸦転出先࡛家屋建築㸧→集落内࡛ࡣ高齢者ࡳࡢ居

表䠏䚷世帯䛾状況䠄調査集落䠅 䠄戸䠅

総数 17 18

家族数 㻜ྡ 4 0

㻝ྡ 3 7

㻞ྡ 5 4

㻟ྡ 3 1

㻠ྡ以ୖ 2 3

世帯類型 ୕世代 2 3

஧世代 4 1

単婚夫婦 1 0

高齢夫婦 4 3

単身 0 3

高齢単身 4 5

高齢஧世代 0 0

転出世帯 2 0

家䛾跡継䛞 既婚 11 7

未婚䠄㻠㻜歳以ୖ䠅 0 0

未婚䠄㻠㻜歳未満䠅 4 3

婚出 0 2

跡継䛞無し 1 1

不明 1 2

跡継䛞住所 ྠ居 4 3

市内別居 0 0

県内別居 10 8

県外別居 2 2

農業対応 自給 7 14

販売 0 㻔山菜㻟㻕
貸付 10 0

空䛝家 該当 4 0

区分
A集落
世帯数

K䞉Ｏ集落
世帯数

資料：集落䛾஦情通よ䜚䛾聞䛝取䜚調査によ䜛
䠄㻞㻜㻝㻥ᖺ㻝㻞月実施䠅䚹
注：集落䛾全世帯䠄農家･非農家䠅䛾状況につい䛶
䛾聞䛝取䜚䛷あ䜛䚹

表 3．世帯の状況ʢ調査集落ʣ
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΋ ７ 戸あΔɻや͸Γɺ本集落Ͱ΋跡継͗結婚→転

出ͷύターン͕一般化ͯ͠いΔɻ

ɹᶅͦͷ結果ɺ世帯類型Ͱ͸ɺ二世代ɺ三世代世

帯͸少ͳ͘ɺʮ高齢単身ʢ65 歳以上ͷ高齢者͕̍

人Ͱ居住͢Δ世帯ʣʯ世帯͕ 5 戸ͱ΋ͬͱ΋多͘

ͳͬͯいΔɻ加えͯʮ高齢夫婦ʢͲͪΒ͔͕ 65

歳以上ͷ夫婦世帯ʣʯ８ 戸͕あΔɻͭ·Γɺʮ世帯ʯ

ͷ高齢化͕ɺ相当深刻ͳ段階ʹ来ͯいΔͱいう͜

ͱͰあΔɻ͜ͷ点͸ɺ人口単位ͰΈͯ΋正確ʹ͸

把握͠えͳい状況ͱいえΔɻ

ɹᶆ本集落΁͸ɺ͢Ͱʹ他集落͔Βͷ転入 ７ 戸ͱ

他市ɺ他県͔Βͷ新規定住者͕ ７ 戸あΓɺ集落ͷ

構成世帯ͱͳͬͯいΔɻ転入世帯͸ɺ跡継͗転出

ͱいうや͸Γ他ͷ世帯ͱ同͡足跡ΛͨͲͬͯい

Δɻ·ͨɺ新規定住者 ７ 戸͸現在未婚ͰあΔ͕ɺ

定住可能性͕あΓ将来集落ͷ担い手ͱͯ͠΋期待

͞ΕΔͱ͜ΖͰあΔɻ新規定住者ͷ仕事͸ɺ６ 人

͸林業従事ɺ６ 人͸アルόイト従事ͱͳͬͯいΔɻ

ɹᶇ地域ͷ産業ͱͯ͠ͷ農業͸ɺほͱΜͲ͕ʮ自

給ʯ農家ʢ６4 戸ʣͰあΔɻ山菜ʢͥΜ·いʣͷ

販売農家͕ ８ 戸あΔ͕ɺ大͖ͳ所得ʹ͸ͳΓ得ͯ

いͳいɻや͸Γɺ地域Ͱ生活Ͱ͖Δ産業͕無いͱɺ

跡継͗定住΋新規定住΋難͠い͜ͱʹͳΓɺʮ地

域産業ͮ͘Γʯ͕大͖ͳ課題ͰあΔɻ͜ͷ点͸ɺ

集落ͷ事情通ͷ指摘Ͱ΋あͬͨɻ

まとめ

ɹ明治ͷ大合併以降ɺ行政単位ͱͯ͠͸大͖ͳ変

化ͳ͘ɺ平成ͷ大合併Λ迎えͨɻT 村内ͷ集落͸ɺ

山間部ʹ分散ͯ͠所在͓ͯ͠Γɺ͔ͭͯ͸小中学

校ͷ分校͕多͔ͬͨɻͦΕ͚ͩ立地条件͕厳͠い

ͱいう͜ͱͩɻ現在͸ɺN 市ͷ T 地域自治振興

会ͱͳͬͯいΔ͕ɺ͞Βʹͦͷͳ͔Λ 4 地区ʹ区

分ͯ͠地域振興Λ図Ζうͱͯ͠いΔɻ以下ɺ現在

ͷ T 地域ͷ実態͔Β明Β͔ʹͳͬͨ点Λ·ͱΊ

͓ͯ͜うɻ

ɹ第 ６ ʹɺ跡継͗ͷ転出͕激͘͠ɺ当地Ͱͷ世帯

ͷ存続ɺいえͷ存続ɺ͞Βʹ集落ͷ存続͕困難ʹ

ͳΓͭͭあΔɻ人口͕高齢化ͨ͠結果ɺ͢Ͱʹ世

帯ͱͯ͠ͷ高齢化͕深刻ͰあΔʢʮ高齢単身世帯ʯɺ

ʮ高齢夫婦世帯ʯͷ主流化ʣɻͦͷ結果ɺ将来的ʹ

存続可能性Λ期待Ͱ͖Δ世帯͸極Ίͯ少ͳいɻ比

較的条件͕良いͱ考えΒΕΔ集落Ͱ΋ɺ決ͯ͠例

外Ͱ͸ͳいɻT 地域ʹ͸ɺ͢Ͱʹ消滅ͨ͠集落΋

複数あΔɻ

ɹ第 ７ ʹɺ全国的ʹʮ関係人口ʯやʮ新規定住者ʯ

΁ͷ期待͕あΔ͕ɺ一定ͷ限界͕あΔͱいう͜ͱ

Λ示ͯ͠いΔɻ前述第 ６ ͰΈͨΑうʹɺ大部分ͷ

世帯ͷ跡継͗世代͸ɺ͢Ͱʹ県内他市町村΁他出

͠別居͓ͯ͠Γɺ戻Δ可能性͸௿いɻ高齢化ͨ͠

父母͕居住ͯ͠いΔ間͸ɺ何Β͔ͷ関係΋繋͙ͱ

思わΕΔ͕ɺͦΕ以降ͷʮ関係性ʯ維持͸困難Ͱ

あΖうɻ͜ͷΑうͳタイプͷʮ関係人口ʯʹ͸弱

͕͞あΔ͜ͱʹͳΔɻ立地条件ͷ厳͠いͳ͔ɺ関

係͕無い都市住民等ͱͷ新ͨͳʮ関係性ʯΛͭͬ͘

ͯい͔͘΋重要ͳ課題ͰあΔ͕ɺ上記ͷΑうͳタ

イプ͸当地Ͱ育͖ͬͯͨ͜ͱʹΑΔ深い思いΛ持

ͭ跡継͗等ͰあΓɺͲͷΑうʹ今日ͷ環境変化ʹ

対応ͨ͠ʮ関係性ʯΛ設定ͯ͠い͚Δ͔΋課題ͱ

ͳΔɻ

ɹ·ͨɺ本地域Ͱ͸ɺ新規定住者ʢ移住者ʣ΋早

͔͘Β存在͕ͨ͠ɺ高齢化ͱͱ΋ʹ古͔͘Βͷ世

帯ͱ同͡足跡ΛͨͲͬͯいΔɻ例外Ͱ͸ͳいɻ新

規定住者ͷ定住条件Λい͔ʹͭ͘Δ͔͕ɺ最大ͷ

課題ͱいえΔɻ

ɹ第 ８ ʹɺͦͷ最大ͷ課題ʢ定住要件ͷ形成ʣͷ

ͳ͔Ͱͷ最重要課題͸ɺ当地Ͱ生活可能ͳ仕事Λ

ͭ͘Δ͜ͱͰあΔɻ産業基盤͸ɺ脆弱ͰあΔɻ近

世以降ɺ塩硝ɺ蓑・΋͙͞ͷ野草Λ活用ͨ͠農産

加工ɺ͖ͷ͜等ͷ林産物ɺ養蚕ɺ͞Βʹ土木事

業ɺ公務員等Ͱ成Γ立͖ͬͯͨ地域ͰあΔɻ͔͠

͠ɺ͜ΕΒͷ産業͕消滅あΔい͸縮小ͨ͠ɻ今日

Ͱ͸ɺ土木事業ͷΈ͕残Δ͕ɺͦͷ土木事業Ͱ働

͘若い労働者͸ɺ地域内ʹ͸ほͱΜͲ居住ͯ͠い

ͳいͷͰɺ地域外͔Βͷ通い労働者ʹͳͬͯいΔ

ͱいうɻ·ͨɺ公務員系ʢ役場ɺ郵便局ɺ農協等ʣ͸ɺ

平成合併・郵政民営化・農協合併前͸ͦΕͳΓͷ

雇用量͕あ͕ͬͨɺͦͷ後͸͔ͳΓ削減͞Εͯ͠

·ͬͨɻ農林業͔Βͷ収入͸ほͱΜͲ無͘ɺ自給

農業͚ͩͰ͸生活Ͱ͖ͳいɻͦͷ結果ɺ年金暮Β

ʢ6ʣ
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͕͠多いͱいうɻ

ɹ農業ͷあΓ方΋含Ίͯɺ地域ͷ仕事Λい͔ʹ構

築͢Δ͔ɺ差͠迫ͬͨ課題ͰあΔɻ

参考

６３ 調査͸ɺ上記ͷ調査項目Ͱ行ͬͨɻ集落事情ͷ

精通者͔Βͷ聞͖取ΓͰあΔʢ７５６9 年 ６７ 月実施ʣɻ

参考・引用文献

［６］ɹT 村史編纂委員会編ʢ７５５4ʣh T 村史̏近・

現代ʱT 村

質問：あࡢࡓ࡞世帯ࡣ次࡛ࢀ࡝ࡢす࠿㸦一つࡔけ࡟〇印㸧。

  

㹟㸬୕世代以ୖ家族㸦父㸫世帯主夫婦㸫子等㸧

㹠㸬二世代家族㸦世帯主夫婦㸫子等㸧

㹡㸬一世代夫婦家族㸦世帯主㸫妻㸧

㹢㸬高齢夫婦家族㸦ࡕ࡝らࡀ࠿㸴㸳歳以ୖࡢ高齢夫婦㸧

㹣㸬単身家族㸦㸴㸳歳未満ࡢ人1ࡀ人࡛居住㸧

㹤㸬高齢単身家族㸦㸴㸳歳以ୖࡢ高齢者1ࡀ人࡛居住㸧

㹥㸬高齢二世代家族㸦子世代もࡕ࡝らࡀ࠿㸴㸳歳以ୖ㸧

h. そࡢ他㸦具体的࡟：　　　　　　　　　　　　　　㸧  

  

質問：家㸦世帯主㸧ࡢ跡継ぎࡣ結婚し࡚います࠿㸦一つࡔけ࡟〇印㸧。

  

㹟㸬既婚  

㹠㸬㸲０歳以ୖ࡛未婚 

㹡㸬㸲０歳未満࡛未婚 

㹢㸬跡継ぎࡣい࡞い 

    

質問：跡継ぎࡀいࡿ方࠾࡟伺いします。ࠕ跡継ぎ㸦夫婦㸧ࠖ࡝ࡣこ࡟

住ん࡛います࠿。　　　　　　　　　　　　　　㸦一つࡔけ࡟〇印㸧

  

㹟㸬同一家屋࡟同居し࡚いࡿ

㹠㸬二世帯住宅࡛住ん࡛いࡿ 

㹡㸬同一敷地内ࡢ別宅࡟住ん࡛いࡿ

㹢㸬市内㸦敷地外㸧ࡢ別宅࡟居住し࡚いࡿ

㹣㸬市外㸦県内㸧ࡢ別宅࡟居住し࡚いࡿ

㹤㸬県外ࡢ別宅࡟居住し࡚いࡿ

［７]ɹʮN 市ͷ人口૿減ͱ高齢化率ͷ推計ʹͭいͯ

ʢ平成 ７9 年～平成 44 年ʣʯ

［追記］本論文͸ɺ７５６9 年度富山県農村医学研究

会研究助成ʢ課題：富山県農村ʹ͓͚Δ家族ͷ変

容ɺ及びɺʮいえʯͷ継承ʹ関͢Δ研究ʣΛ受͚

ͨ研究成果ͷ一部ͰあΔɻ

ʢ7ʣ

参考̍　調査項目


